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１． 本課題の研究の背景、目的、関係するプロジェク

トとの関係 

ゲノムにコードされている多くの糖転移酵素やレ

クチンなどの糖関連タンパク質は、特有の立体構

造（フォールド）を形成して初めて特定の機能を

発現する。未知の糖関連タンパク質の機能を予測

する場合、配列相同性などのアミノ酸配列解析を

用いて進化的な関連性を見つけるのが一般的であ

るが、その手法には限界があり、進化上、タンパ

ク質のフォールドはアミノ酸配列よりも保存され

やすいことが知られている。そのような背景のも

と、我々はアミノ酸配列解析に加えて、立体構造

の特徴を利用して未知の糖鎖関連タンパク質の機

能を予測する手法の開発を行っている。 

 

２． 具体的な利用内容、計算方法 

本研究では、PDB(Protein Data Bank)に登録されて

いる糖鎖関連タンパク質の立体構造を収集して、

フォールドの分類•特徴抽出を行った。 

 

３． 結果 

フォールドの分類解析の結果からアミノ酸相同

性では見出すことが困難なものについてもフォ

ールドの類似性を示すものが見いだされた。 

 

４． まとめ 

以上の結果より糖関連タンパク質の配列相同性

だけでは見いだされない糖関連タンパク質のフ

ォールドの関係性を見いだした。また、この結果

から、各フォールドに特徴的なアミノ酸配列を抽

出し、学習アルゴリズムを利用して機能未知の糖

関連タンパク質をアミノ酸配列から予測するこ

とを可能にした。 

 

５． 今後の計画・展望 

本課題の成果から、糖関連タンパク質と予測され

るタンパク質の候補を絞り込むことに成功した。 

これらのタンパク質候補を wet の実験者と協力

して詳細な生物学的な機能を明らかにさせてい

く予定である。 

 

６． RICC の継続利用を希望の場合は、これまで利用

した状況（どの程度研究が進んだか、研究におい

てどこまで計算出来て、何が出来ていないか）や、

継続して利用する際に行う具体的な内容 

本課題の成果では糖関連タンパク質の候補を絞

り込むことを可能にした。しかしながら、基質で

ある糖がどのようなものであるかとかといった

詳細な生物学的情報を見いだすことは困難であ

る。今後は糖関連タンパク質と糖鎖の立体構造の

ダイナミクスを含めた解析を行い、より詳細な機

能予測の手法の確立を行う。 
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